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『全国都市教育長会（長崎大会）』に参加して 

 

今年度の全国都市教育長会総会・研修会は長崎市で開催されました。人口減少、

子どもの少子化が進む中、これからの学校のあり方（学校の統合、校区の見直し

や学級定数）について協議をしました。いずれにしても学校運営協議会（ＣＳ）

の力を活用した学校運営がテーマとなりました。中学校の部活動の地域移行に

ついても先進地の報告を聞きました。指導者と謝金の問題が残っています。ＩＣ

Ｔ教育の進み具合についてもお話を聞きました。愛知県の教育長さんたちとは

「県民の日」「ラーケーション」「ラーケーションモデル事業」「講師・非常勤講

師の状況」について情報交換をすることができました。 

 

その後で、観光都市長崎の社会教育施設を見学しました。原爆資料館では被爆

者の方から被爆体験の話を伺いました。また、大浦天主堂では潜伏キリシタンの

話、中でも 1865 年の信徒発見の話に感激しました。江戸幕府や諸藩によるキリ

スト教弾圧により、長崎にはキリスト教を信ずる人がいなくなったと思われて

いました。幕末、開国に伴い教会がつくられると 250 年間信仰を守ってきた人

たちがあらわれたのです。プティジャン神父は潜伏キリシタンの人たちの信仰

告白に感激し、ローマ法王に報告しました。 

天草四郎がたてこもった原城跡と有馬キリシタン遺産記念館も訪ねることが

できました。原城が思っていたより広いことに驚きました。三方が海に面してい

るため、幕府軍はてこずっただろうと想像できました。キリシタン遺産記念館で

は、踏絵やキリシタン灯籠を見学しました。 

 

５月１４日蛭間小で、１５０周年なかよしコンサートが行われました。地域や

保護者の皆さんのご協力で、新沢としひこ氏と山野さとこ氏による素晴らしい

コンサートとなりました。コンサートでは子どもたちも歌い、手拍子をとり、楽

しくおどりました。「にじ」「世界中の子どもたちが」「ドラえもんの歌」など名

曲を聞かせていただきました。 

 

５月の定例教育委員会では「教職員の確保」について協議していただきました。 

ブラックと言われ続ける教職をプラスのイメージにチェンジできるかについて

話し合いました。働き方の改革と共に、教職の魅力や夢について語っていかねば

ならないと思いました。 
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